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本
社
と
熊
本
支
店
に

対
策
本
部
を
設
置

　
朝
日
火
災
で
は
地
震
発
生

を
受
け
て
東
京
本
社
に
「
本

社
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

従
業
員
の
安
否
確
認
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。
熊
本
で
は
住
居

が
被
害
を
受
け
た
社
員
は
い

た
も
の
の
、
全
員
の
無
事
が

確
認
で
き
た
。
実
務
上
、
重

要
視
し
た
の
が
鑑
定
人
の
確

保
だ
。
両
角
氏
は
「
東
日
本

大
震
災
で
は
鑑
定
人
確
保
に

苦
慮
し
た
。
熊
本
地
震
で
は

早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

っ
た
」
と
振
り
返
る
。
被
害

の
正
確
な
状
況
が
つ
か
め
な

い
中
、
両
角
氏
は
全
国
の
各

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
Ｓ
Ｃ
）
に
連
絡
を
取

り
、
鑑
定
人
確
保
を
急
い

だ
。

  

地
震
後
の
鑑
定
業
務
の
基

地
と
な
る
の
が
現
地
対
策
本

部
だ
。
機
動
性
を
考
え
れ
ば

熊
本
支
店
が
ベ
タ
ー
だ
が
、

被
災
状
況
は
ど
う
か
―
。
今

回
の
地
震
で
熊
本
支
店
は
建

物
に
ク
ラ
ッ
ク
（
ひ
び
）
が

入
っ
た
も
の
の
業
務
の
継
続

は
可
能
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
支
店
に
現
地
対
策
本
部
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
一
方
、
食
糧
の
問
題
は

重
要
だ
っ
た
。
周
囲
の
食
料

品
店
は
営
業
を
停
止
し
て
お

り
、
先
が
読
め
な
い
状
況

だ
。
備
蓄
は
あ
る
が
、
鑑
定

人
が
多
数
入
っ
た
場
合
、
食

糧
が
行
き
届
か
な
い
恐
れ
も

あ
る
。
ま
た
、
支
援
物
資
を

送
る
手
配
も
課
題
を
抱
え

た
。
当
時
、
熊
本
周
辺
の
高

速
道
路
は
通
行
止
め
の
た
め

ル
ー
ト
の
確
保
が
厳
し
く
、

さ
ら
に
福
岡
で
の
物
資
確
保

も
難
し
い
状
況
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
急
き
ょ
、
大
阪
で
支

援
物
資
と
運
送
会
社
を
手
配

し
て
現
地
に
送
っ
た
。

  

次
に
、
支
払
い
業
務
を
ど

う
す
る
か
―
。
朝
日
火
災
の

場
合
、
熊
本
の
事
故
処
理
や

支
払
い
業
務
は
通
常
、
福
岡

の
Ｓ
Ｃ
が
担
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
災
害
の
規
模
も
大
き

く
、
人
員
の
確
保
な
ど
福
岡

の
Ｓ
Ｃ
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
で
き

た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

24
時
間
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

「
朝
日
火
災
あ
ん
し
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
で
受
け
付
け
た
事
案

を
福
岡
Ｓ
Ｃ
に
送
信
し
て
一

旦
集
め
、
そ
の
後
、
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
な
ど
複
数
の

Ｓ
Ｃ
に
振
り
分
け
て
対
応
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
「
福
岡

の
Ｓ
Ｃ
の
１
カ
所
に
人
員
を

集
中
さ
せ
て
支
払
い
対
応
す

る
方
法
が
よ
い
か
、
分
散
し

た
方
が
よ
い
か
悩
ん
だ
が
、

宿
泊
場
所
の
確
保
が
難
し
い

状
況
も
あ
り
、
人
を
動
か
す

よ
り
も
各
Ｓ
Ｃ
に
振
り
分
け

た
方
が
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が

で
き
る
と
判
断
し
た
。
最
終

的
に
鑑
定
業
務
は
熊
本
支

店
、
支
払
い
業
務
は
全
国
の

Ｓ
Ｃ
と
い
う
役
割
分
担
を
図

っ
た
」
と
言
う
。

　
熊
本
地
震
で
は
、
こ
う
し

た
支
店
と
全
国
の
Ｓ
Ｃ
と
の

連
携
作
業
に
よ
り
、
ス
ム
ー

ズ
な
対
応
を
実
現
で
き
た
と

い
う
。

被
災
地
の
契
約
者
に

安
心
コ
ー
ル
実
施

　
朝
日
火
災
で
は
保
険
金
の

早
期
支
払
い
の
た
め
に
、
契

約
者
に
直
接
状
況
確
認
を
行

う
「
安
心
コ
ー
ル
」
を
４
月

18
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
生
か
し
た
も
の
で
、
熊

本
地
震
で
は
地
震
後
即
時
に

九
州
全
般
の
地
震
保
険
契
約

者
の
デ
ー
タ
を
抽
出
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
契

約
者
の
安
否
確
認
、
保
険
金

請
求
勧
奨
に
努
め
た
。
被
害

の
大
き
い
益
城
町
に
つ
い
て

は
、
熊
本
支
店
の
営
業
社
員

や
代
理
店
が
リ
ス
ト
を
基
に

対
応
し
た
。

  

朝
日
火
災
で
は
一
般
的
な

地
震
保
険
の
他
に
、
地
震
・

噴
火
・
津
波
に
よ
る
損
害
を

補
償
す
る
特
約
を
付
帯
し
た

自
動
車
の
車
両
保
険
、
さ
ら

に
地
震
な
ど
の
場
合
で
も
補

償
さ
れ
る
天
災
危
険
補
償
特

約
付
帯
の
傷
害
保
険
も
あ

り
、
契
約
者
の
抽
出
数
は
か

な
り
の
数
に
上
っ
た
。
一

方
、
多
く
の
被
災
者
が
体
育

館
な
ど
の
避
難
所
や
自
動
車

の
中
に
避
難
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
安
心
コ
ー
ル
が
す

ぐ
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
多
々
あ
っ
た
が
、
留
守
番

電
話
が
機
能
し
た
契
約
者
に

は
事
故
受
付
セ
ン
タ
ー
の

「
朝
日
火
災
あ
ん
し
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
を
案
内
し
た
。
こ
う

し
た
対
応
に
よ
っ
て
、
朝
日

火
災
で
は
早
い
時
期
に
事
故

の
受
け
付
け
件
数
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
５
月
１
日
か
ら

は
鑑
定
が
終
了
し
て
い
な
い

契
約
者
に
対
し
、
再
び
安
心

コ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
「
鑑

定
人
の
数
に
限
り
が
あ
り
、

お
客
さ
ま
を
待
た
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
少
し
で
も

不
安
を
解
消
し
た
か
っ
た
」

と
両
角
氏
は
説
明
す
る
。

　
一
方
、
被
災
し
た
契
約
者

は
精
神
的
に
も
不
安
定
な
状

態
に
あ
る
だ
け
に
、
電
話
連

絡
に
は
特
に
丁
寧
な
対
応
を

徹
底
し
た
。
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
機
能
の
あ
る
電
話

で
は
、
見
慣
れ
な
い
電
話
番

号
に
と
ま
ど
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
か
ら
だ
。

鑑
定
人
確
保
に
重
点

を
置
い
た
熊
本
地
震

　
熊
本
支
店
で
の
鑑
定
業
務

は
４
月
18
日
か
ら
、
鑑
定
人

８
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
翌

日
は
10
人
と
な
っ
た
が
、
地

震
後
は
市
内
の
ホ
テ
ル
も
被

災
し
て
水
道
が
使
用
で
き
な

い
な
ど
、
宿
泊
ホ
テ
ル
の
確

保
が
厳
し
い
状
況
が
続
い

た
。
か
ろ
う
じ
て
確
保
で
き

た
高
層
ホ
テ
ル
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
使
用
で
き
ず
、
20
階

ま
で
歩
い
て
上
ら
ざ
る
を
得

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
両

角
氏
は
「
鑑
定
人
手
配
の
態

勢
が
整
っ
て
も
、
宿
泊
場
所

の
確
保
が
難
し
か
っ
た
」
と

述
懐
す
る
。
一
方
、
家
財
を

主
に
鑑
定
し
た
応
援
部
隊
の

社
員
は
福
岡
県
の
久
留
米
な

ど
の
宿
泊
拠
点
か
ら
業
務
に

当
た
っ
た
と
い
う
。

　
鑑
定
人
の
数
は
日
を
追
う

ご
と
に
増
え
て
き
た
た
め
、

現
地
対
策
本
部
で
は
熊
本
支

店
か
ら
徒
歩
約
15
分
の
場
所

に
鑑
定
作
業
に
充
実
す
る
事

務
室
を
確
保
し
た
。
鑑
定
人

数
も
ピ
ー
ク
時
に
は
25
人
を

超
え
た
。
鑑
定
の
ア
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
現
地
対
策

本
部
で
鑑
定
す
る
地
震
保
険

契
約
者
の
一
覧
表
を
作
成

し
、
１
日
３
件
～
４
件
の
割

合
で
振
り
分
け
た
。
急
な
鑑

定
依
頼
が
入
る
可
能
性
も
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
数
を
基
本

に
し
た
と
い
う
。

　
各
鑑
定
人
の
動
き
は
、
毎

朝
、
事
務
室
に
集
合
し
、
ア

ポ
イ
ン
ト
の
取
れ
た
契
約
者

の
資
料
を
基
に
タ
ク
シ
ー
で

訪
問
し
た
。
鑑
定
人
が
一
人

で
対
応
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
代
理
店
が
同
行
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
鑑
定
人

は
朝
８
時
ご
ろ
か
ら
夕
方
５

時
ご
ろ
ま
で
調
査
し
、
そ
の

後
、
事
務
所
に
戻
っ
て
書
類

を
作
成
す
る
た
め
、
帰
宅
時

間
は
日
々
夜
の
10
時
、
11
時

に
及
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、

現
場
で
鑑
定
人
が
苦
労
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
鑑
定
を

依
頼
し
た
一
級
建
築
士
は
建

築
の
プ
ロ
で
は
あ
っ
て
も
、

保
険
の
プ
ロ
で
は
な
い
。
地

震
保
険
に
関
す
る
事
前
の
レ

ク
チ
ャ
ー
は
あ
る
も
の
の
、

被
災
契
約
者
が
台
風
被
害
と

同
様
に
実
損
て
ん
補
の
補
償

だ
と
思
っ
て
い
た
り
、
行
政

の
判
定
と
損
保
の
認
定
が
異

な
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
鑑
定
人
が
作
成
し

た
鑑
定
書
は
夜
間
に
提
出
さ

れ
る
た
め
、
翌
日
、
朝
日
火

災
の
社
員
が
熊
本
支
店
に
持

ち
帰
り
、
担
当
す
る
全
国
の

Ｓ
Ｃ
へ
と
社
内
便
で
送
付
し

た
。
「
１
日
も
早
い
支
払
い

の
た
め
、
鑑
定
結
果
に
つ
い

て
即
時
送
付
を
心
掛
け
た
」

と
両
角
氏
は
言
う
。
そ
う
し

た
対
応
が
功
を
奏
し
、
朝
日

火
災
で
は
５
月
中
に
約
９
割

の
支
払
い
を
完
了
し
た
。
現

在
は
一
部
、
再
鑑
定
の
依
頼

や
、
契
約
者
や
家
族
が
遠
隔

地
に
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら

調
査
時
期
が
延
期
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
も
の
の
、

大
き
な
苦
情
は
発
生
し
て
い

な
い
と
い
う
。

　
両
角
氏
は
熊
本
地
震
の
経

験
を
生
か
し
、
今
後
は
地
震

の
規
模
と
被
害
契
約
者
数
、

対
応
に
当
た
る
社
員
や
鑑
定

人
数
な
ど
の
相
関
関
係
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
限
ら

れ
た
人
数
で
効
率
良
く
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る

態
勢
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
抱
負
を
述
べ
た
。

「
５
月
中
に
支
払
い
達
成
９
割
を
」

朝

日

火

災

損
害
サ
ー
ビ
ス
業
務
部
部
長　

両
角 

克
典
氏

熊
本
地
震
の
対
応
を
聞
く　
朝
日
火
災

全
契
約
者
対
象
に
安
心
コ
ー
ル

甚大な被害の出た益城町

熊本地震の対応語る両角氏

　
４
月
14
日
と
16
日
の
２
度
に
わ
た
っ
て
震
度
７
を
記
録
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
東

日
本
大
震
災
に
次
ぐ
約
３
２
８
５
億
円
の
地
震
保
険
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
（
６
月

27
日
現
在
、
損
保
協
会
発
表
）
。
地
震
保
険
付
帯
率
約
62
％
と
、
全
国
平
均
を
上
回

っ
て
い
た
熊
本
県
で
保
険
会
社
は
い
か
に
対
応
し
た
の
か
―
。
「
５
月
中
に
９
割
の

支
払
い
達
成
」
を
目
指
し
た
朝
日
火
災
で
、
東
日
本
大
震
災
の
現
場
も
経
験
し
た
両

角
氏
に
今
回
の
地
震
対
応
を
聞
い
た
。


